
 

 

 

 

 

定期大会までに改憲発議反対署名 

3万筆集約し憲法9条を守ろう 
高市首相は、4月の自民党大会で

「1年以内に改憲発議を実施できる環

境がと整った」と述べました。 

歴代の自民政権においても現職の

首相が改憲発議の実施について発言

をしたことはありません。改憲勢力

と共に大軍拡を進め、戦争国家づく

りを実行し、平和憲法を打ち壊そう

としています。 

米国・イスラエルによる無法なイ

ラク攻撃が、平和を求める国際世論

に背を向けるだけに止まらず、日本

国も含めた深刻な経済問題にも発展

しています。 

高市内閣は、安保3文書改定を推し進め、今度は「非核三原則の見直し」も視野

に入れています。戦争の推進は、人権と民主主義を破壊につながります。今こそ平

和憲法を守る世論を大きく広げましょう。連休明けに各県本部を通じて、「改憲発

議反対」を求める国会請願署名を配布しています。建交労の定期大会までに3万筆

集約を達成しましょう。各組織が総決起することを呼びかけます。 

2026年夏季一時金闘争 
要求提出141組織43.9％、回答60組織 

2026年夏季一時金闘争は、要求提出141組織43.9％、回答は60組織42.6％の到達

となっています。26年春闘を継続している組織もありますが、各県本部・支部では

職場のとりくみを点検、激励するようにしましょう。 

また夏季闘争方針では、各社は7月中旬に支給日を迎えることから7月8日（第11

次統一回答指定日）までに決着することを確認しています。中央本部データベース

への入力作業も忘れずにとりくみましょう。 

トラック職場でとりくんでいる「首都圏運輸基本集団交渉」は、5月27日に第一

回目の交渉及びスト通告をおこない、6月10日の第2回目交渉において妥結をしまし

た。9社中3社が前年実績を突破しました。他の2社においても前年比と同率の支給

を引き出し、組合員の生活を守る交渉を展開しました。 

 

     2026年 6月 11日   Ｎｏ.2 

全日本建設交運一般労働組合 中央本部 

2026年夏季闘争推進ニュース 



 

                                                                                                                                                                                   2026年夏季一時金回答状況（県別）　2026年6月11日現在

地本名 交渉単位数 要求提出数 要求提出率（％） 要求額（円） 回答数 回答額（円） 前年比（円） 妥結数 妥結額（円） 前年比（円）

JR 5 3 60.0 1,164,211 2 1,013,074 267,057 2 1,013,074 209,822

北海道 17 3 17.6 500,000 3 107,500 -268,263 0

青森 3 0 0.0 0 0

岩手 3 1 33.3 471,250 1 353,437 121,470 1 353,437 121,470

宮城 1 0 0.0 0 0

秋田 3 0 0.0 0 0

山形 1 0 0.0 0 0

福島 2 0 0.0 0 0

茨城 3 1 33.3 1,210,000 1 981,600 348,682 1 981,600 348,682

栃木 3 3 100.0 900,000 1 0

群馬 12 0 0.0 0 0

埼玉 7 3 42.9 900,000 0 0

千葉 1 0 0.0 0 0

東京 27 19 70.4 786,237 19 489,630 -1,465 14 558,460 67,365

神奈川 10 0 0.0 0 0

新潟 1 0 0.0 0 0

富山 2 0 0.0 0 0

石川 0 0 0 0

福井 0 0 0 0

山梨 1 0 0.0 0 0

長野 4 1 25.0 1,300,000 0 0

岐阜 6 0 0.0 0 0

静岡 4 3 75.0 1,200,000 2 767,500 113,167 2 770,000 115,667

愛知 67 34 50.7 670,556 26 436,554 30,399 16 436,554 51,133

三重 1 1 100.0 900,000 1 540,000 20,000 1 540,000 20,000

滋賀 2 0 0.0 0 0

京都 26 3 11.5 633,333 0 0

大阪 30 20 66.7 871,053 12 404,415 81,554 8 485,794 114,916

兵庫 35 25 71.4 1,053,846 7 334,167 112,352 6 401,000 37,157

奈良 0 0 0 0

和歌山 6 1 16.7 900,000 0 0

鳥取 2 0 0.0 0 0

島根 0 0 0 0

岡山 0 0 0 0

広島 1 0 0.0 0 0

山口 0 0 0 0

徳島 6 4 66.7 725,000 1 0 0

香川 0 0 0 0

愛媛 0 0 0 0

高知 1 0 0.0 0 0

福岡 13 13 100.0 710,317 8 475,438 47,848 7 463,969 36,379

佐賀 1 1 100.0 758,687 1 683,728 -49,906 0

長崎 0 0 0 0

熊本 6 1 16.7 400,000 1 1

大分 3 0 0.0 0 0

宮崎 0 0 0 0

鹿児島 2 1 50.0 555,000 0 0

沖縄 3 0 0.0 0 0

全国平均 321 141 43.9 861,570 60 456,109 98,980 43 537,226 142,384
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6 月 10 日（水）、建交労首都圏運輸基本集団交渉は、第 2 回の夏季一時金最終

交渉を行った。交渉前の労組側打合せでは、前回 1 回目の結果を踏まえ、昨今

の中小企業を取り巻く厳しい状況を確認した。また、6 月に入ってからの政治・

経済の情勢と 26春闘・夏季一時金の他労組の状況についても確認をした。また、

一時金の回答で前年を下回る回答があった場合は、闘う姿勢を見せながら経営に

対し明確な理由説明を求めることなど意思統一しました。はじまった交渉では、

今回が有額回答指定日のため、事前に争議通告も構えながら全社から上積み回答

を求めました。経営側の回答では、7 社より修正回答を引き出した。前年実績

突破 5 社、前年同額 2 社、前年マイナス回答 2 社と、修正回答が多かったこ

とは評価が、この情勢下を踏まえれば厳しい回答となりました。交渉員から経営

側に対し、更なる上積み回答を強く求める発言が相次いで行われた。その後、各

社個別交渉を行いましたが残念ながら修正回答はありませんでした。本日提示された回答結果で労組交渉員と打ち合わせ行い、

各社状況は違うが解決できる内容と判断し、翌日の 24 時間全面ストライキを解除し、仮調印を労使で執り行いました。最後

に労使代表者あいさつをして首都圏運輸集団交渉の 2026年夏季一時金交渉を終了しました。 

2026年 6月 10日(水) 

 

 

2 6 夏 季 一 時 金 最 終 交 渉 開 催 ! ! 

全社から修正回答！ 5社が前年実績突破！ 
2 社が前年同額、2 社が前年比マイナスと回答！ 

最終回答で労使代表合意、仮調印へ！全面スト回避で交渉終了！ 

建交労 
首都圏運輸 

基本集団交渉団 
 
江東区門前仲町

1-20-3東京建設自労
会館 7階 

 
Tel  03-3820-8644 
Fax 03-3820-8646 

 

 

 

■集団交渉夏季学習会 

日程：７月 12～13 日 14 時～ 

山梨石和温泉 

■原水禁世界大会（広島） 

日程：8 月 4～6 日 

 

■建交労関東トラック協議会総会 

日程：８月２３日（日） 14 時～大宮 

 

■建交労第２８回定期大会 

日程：８月２９～３１日宇都宮 

 

■年末一時金要求決定会議 

日程：9 月 11 日（金） 

18：30～北とぴあ 901 号 

 

26夏季一時金 第 2回目各社回答一覧 6月 10日（水）15：25現在 

支部・分会 要求額 前年実績 1回目回答額 金額回答  昨年比 

神 田 900,000 539,635 551,135 ５５１，１３５ ＋１１，５００ 

中央通運 900,000 453,000 443,000 ４４８，０００ －５，０００ 

京橋運送 900,000 330,000 280,000 ３４０，０００ ＋３，６７８ 

豊島運送 900,000 115,000 145,000 １５０，０００ ＋３５，０００ 

日生流通 900,000 281,698 240,169 ２４２，３１５ －９，３８３ 

浅 井 900,000 270,000 270,000 ２７０，０００ 前年同額 

教 宣 900,000 333,913 335,694 ３３７，６９４ 前年同率 

堀切運輸 900,000 510,000 510,000 ５２０，０００ ＋１０，０００ 

中央運輸 900,000 399,001 415,353 ４３７，００７ ＋３８，００６ 

※ 黄色セルは前年実績突破企業  緑セルは実質前年同率・同額 

 

会場：東京都北区赤羽会館 


